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2元配置分散分析(ANOVA)繰り返しなし

•因子1：メーカーによる3年間の平均売上は同じか？
帰無仮説：𝝁𝟏 = 𝝁𝟐 = 𝝁𝟑 = 𝝁𝟒 = 𝝁𝟓

•因子2：年度による売上平均は同じか？
帰無仮説：𝝁′𝟏 = 𝝁′𝟐 = 𝝁′𝟑

• 前提条件：年度とメーカーの相互作用はないと仮定する
相殺作用，相乗作用はない

注意：この前提条件が言えるときのみ2元配置分散分析繰り返
しなし，が使える．

• 前提条件：正規性，等分散性



EXCEL
データ-> データ分析





分散分析: 繰り返しのない二元配置

概要
データの

個数
合計 平均 分散

2016 5 4836 967.2 10278.7

2017 5 4866 973.2 20917.7

2018 5 4797 959.4 25466.8

VW 3 3187 1062.333 804.333

トヨタ 3 3129 1043.000 307.000

GM 3 2795 931.667 6922.333

ルノー・日産 3 3133 1044.333 1808.333

ヒュンダイ 3 2255 751.667 1032.333

分散分析表

変動要因 変動 自由度 分散
観測され

た分散比
P-値 F 境界値

行 478.8 2 239.4 0.090043 0.914805 4.45897

列 205382.9 4 51345.73 19.3121 0.000359 3.837853

誤差 21269.87 8 2658.733

トヨタの分散が
非常に小さい．
これはdemand control
が優れている証拠

等分散性が言えないので
このANOVAの結果は
参考程度にみておいて
ください．



メーカー別の分散の等分散性の検定

1030,1074,1083 , 1025,1044,1060 , 997,960,838 , 996,1061,1076 , 788,727,740

そもそもn=3 と小さいサイズなので，信頼できない．
それでもやってみると，有意水準５％で帰無仮説は棄却されなかった．
等分散性は否定されなかった．



多重比較
因子1（メーカー）による違いを詳細に比較する

• 多重比較の方法はTukey法を用いた

• 有意水準５％

• 課題：Tukey法の結果，有意差の
あった組合せをすべて，会社名で
述べよ．例：A社 > B社


